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2025 年度 学校法人 三幸学園 仙台スイーツ＆カフェ専門学校 

 自己評価ならびに学校関係者評価報告書 
 

自己評価報告責任者 ： 副校長 佐々木 成史  

学校関係者評価報告責任者 ： 学校関係者評価委員会委員長 遠藤 裕紀  

 

 

1. 学校の教育目標 

学園のビジョン「人を活かし、日本をそして世界を明るく元気にする」、ミッション「人を活かし、困難を希望に変える」

のもと、製菓・調理分野の学校として「美味しくてかわいいスイーツとカフェを通じて日本を明るく元気にする」という

ビジョンを掲げている。 

また「技能と心の調和」を教育理念とし「素直な心、感謝の気持ち、高い意欲を持ち続け、自ら考え、自ら行動する

ことで、社会に貢献する人材」、製菓・調理分野として「美味しくてかわいいスイーツとカフェを通じて、時間と空間を

トータルプロデュースし、人の心を豊かにする人材育成する（全ては、お客様の笑顔とありがとうのために）」を育成

する人物像とし、専門学校として社会・業界に求められる人材の育成を進めている。 

 

２. 前年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画 

 

① 前年度重点施策振り返り 

・働く目的を理解し社会人に向けての成長を段階的に計画した。学年ごとの到達点について会議にて共有し、実

習教員以外からのアプローチもあり、姉妹校で行われるコンテストにて入賞する事ができた。また保護者様をご招

待した行事では、主体的に動けたクラスが多くあった 

・退学防止の為、学生同士の繋がりを強化した。縦割り行事やスポーツフェス（行事）を実施し先輩後輩の繋がりを

作りクラスの団結にもつながった 

・学生アンケートにて三幸学園内スイーツ分野の学校の中で学校満足度は最も高かった 

・入学前に全員と面談を実施し自分に合った学び方を選択できるよう、学び方別のクラス設定について説明した上

でクラス分けを実施し、自分に合った学び方を納得して選べるようになった 

 

 

②  学校関係者評価委員会コメント 

・江幡さん：先輩・後輩間の関わりが薄く、学生が身近な相手に気軽に相談できる環境が不足していた。また、

進級前のコース選択において学生が十分な情報・体験を得られていなかったため、2025 年度は、縦割り行

事・スポーツフェスティバルを開催したことで、先輩後輩がざっくばらんに話せる関係を構築できた。さらに進

級前にコース選択のための体験授業を実施し、技能検定と併せて 2 年生が教え合う環境を整備した。取り組

みの結果、学校満足度アンケートで三幸学園スイーツ分野 No.1 を達成した。 

・二瓶委員：学生同士の繋がりを強化するための縦割り行事に関して、在籍中に経験したかったと感じた。社

会人になると縦も横も繋がりが大切になるため、学生のうちから養っていけると良いと感じた。 

・大村委員：入学前に保護者を交えた面談を実施することで、入学前の不安を解消でき、家庭の協力も得ら
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れる良い取り組みだと感じる。特に通信制出身の高校生は、学校に毎日通うことに不安を感じていることが多

いため、保護者と事前に現状を共有し理解をし合える場なので良い取り組みだと感じた。 

 

 

３.評価項目の達成及び取組状況 

（１）教育理念・目標 

① 課題 

・社会人に向けて接客や販売方法等、主体的に動ける力が不足している 

 

② 今後の改善方策 

・学年別に主体性が身に付くような段階的な授業運営とカリキュラムの作成 

・学生の求める学び方に対して、教員が介入すべきか、接客技術や技術習得に向けての授業の組み立て方や時

間配分などの検討 

 

③ 特記事項 

・特になし 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

・佐々木副校長：入学当初からボトム層・トップ層それぞれへのアプローチが必要であり、最終的に自立した学

生として卒業出来る事を目標としているが、個々の学生に応じた関わり方の設計が求められる。おせっかいの

ように相手を気にかける心の部分が、学生時代にどのように育まれていたかが重要な観点となっている。ボト

ム層には手厚くサポートし、トップ層は上から引っ張ることで全体の底上げを図る。 

・佐藤さん：なぜ働くのかという原点の理解が不足している学生が多い。段階を踏んで社会人になれるような

環境・仕組みを意図的に設計・整備する。仕事の意味や意義を、専門学校・高校の段階から感じられる仕組

みを整えていく。 

・小泉委員：人間性における入社後のスタートラインが個人によって異なる可能性がある。卒業後のゴールイ

メージを学生のうちから持たせることで、入社後のギャップを減らす仕組みを作るのはどうか。 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学校の理念・目的・育成人材像は定められているか（専門分野の特性が明確になっているか） 4 

社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか 4 

学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが生徒・保護者等に周知されているか 4 

各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズに向けて方向づけられているか 3 
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（２）学校運営 

① 課題 

・教員や学生へ迅速に伝達できるよう、学生や保護者への情報発信についてシステムの効率化を引き続き実施 

・学生数が増えていることから、実習教員の確保をしていく 

② 今後の改善方策 

・学生伝達のツールである Google classroom の活用の継続・Google chat での学生と教員の情報共有の継続 

・卒業生や企業様と連携し業界の人材の紹介や確保をしていく 

 

 

③ 特記事項 

・特になし 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

・小泉委員：学生時代、外部教員の授業がとても楽しいと感じていた。テレビ出演するほどすごい方に教えて

いただけたのかと嬉しい気持ちになった。学生にとっても外部教員からの授業は刺激になっていると感じる。 

・小泉委員：有名な方や知名度が高い方も良いが、知っているお店、行ったことがあるお店など身近なお店も

親近感が沸く。人選も大事だが、今思えば授業内容が印象に残っていて普段の実習授業では感じられない

雰囲気や授業構成だと、さらに楽しく学びになることが多かった。普段の授業では知る事が出来ない事を知

れる事が良いと感じる。 

 

 

（３）教育活動 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

目的等に沿った運営方針が策定されているか 4 

事業計画に沿った運営方針が策定されているか 3 

運営組織や意志決定機能は、規則等において明確化されているか、有効に機能しているか 3 

人事、給与に関する制度は整備されているか 4 

教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか 3 

業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか 4 

教育活動に関する情報公開が適切になされているか 4 

情報システム化等による業務の効率化が図られているか 4 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか 4 

目標の設定として、教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた教育機関としての修業年限に

対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか 
4 

学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか 4 
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①  課題 

・担任メンバーの飲食業の現状と今の時代で必要な技術力の探求 

・学生自身が主体的に考える力をつける為、教員が学生に対して問いかけの仕方や授業の進め方等の改善が必

要 

 

② 今後の改善方策 

・学年ごとのゴールイメージを教員で統一し、同じ目的に向かっていくためには何が今必要なのかを考え、授業の

工夫をする 

・高校との連携を図るための高校訪問の実施・高校での授業を本校教員が担当することで、高校生の抱えている

問題の把握に努める 

・学生が抱えている問題点に早く気が付けるように、日々の学生対応に気を付け、学生全体へスクールカウンセラ

ーや合理的配慮などの周知をしていく 

 

③ 特記事項 

・特になし 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

・遠藤委員：技術習得だけでなく人間性も重要であり、大学生・専門学生ともに考え方や姿勢が業務に大きく

影響する。率先垂範なリーダーが行動し始めることで周囲も動き出す。挨拶等が身についていなければ社会

に出ても出来ないため、習慣化に向けた注意・指導を継続してほしい。 

・二瓶委員：教員がおすすめの飲食店・カフェを紹介し、学生がお客様目線でサービスを体験しレポート提出

をさせるなど、実体験を通じた授業を取り入れるのはどうか。外部講師を活用し、挨拶・リアクション・身振り手

キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育方法の工夫・開発などが実施さ

れているか 
3 

関連分野の企業・関係施設等、業界団体等との連携により、カリキュラムの作成・見直し等が行われて

いるか 
4 

関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、実技・実習等）が体系的に位

置づけられているか 
4 

授業評価の実施･評価体制はあるか 4 

職業に関する外部関係者からの評価を取り入れているか 4 

成績評価・単位認定の基準は明確になっているか 4 

資格（免許）取得の指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはあるか 4 

人材育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保し、組織できているか 4 

関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務含め）の提供先を確保するなどマ

ネジメントが行われているか 
4 

関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の指導力育成など資質向上

のための取組が行われているか 
4 

職員の能力開発のための研修等が行われているか 4 
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振りなど接客の基本動作をアルバイトを含む全スタッフに浸透させる取り組みを参考に、学校でも接客スキル

を磨く仕組みを検討してほしい。 

・小泉委員：様々な店舗を見学し、接客・味・雰囲気などを多角的に観察させることで、自分の目指す接客ス

タイルの形成を促す。知名度だけでなく、普段の授業では得られない視点や雰囲気を提供できる人選・授業

構成を工夫する。接客スタンダードを設け、接客や仕込みのコンテストを実施することで、習得度を評価する

仕組みを導入するのはどうか。 

・小泉委員：学内店舗実習の店舗販売を行う際に、企業ルートで卒業生を招き、業務の一環として実習評価

に関わってもらう仕組みを導入するのはどうか。卒業生であることを伏せた覆面形式で実習に参加してもらう

ことで、よりリアルな評価環境を作ることができる。現場が求める視点と現場が育てる視点の両方を学べる環

境を整備するのはどうか。 

・小泉委員：学内店舗実習で他クラスの営業を見学させ、強豪店舗を参考に自店舗の改善に取り入れること

でレベルアップを図るのはどうか。 

・二瓶委員：先輩後輩による実習授業の見学や覆面形式の実習評価を導入し、よりリアルな学習環境を整

備する。現場の若いアルバイトにも足を運んでもらいたい。企業としても関わることでお互いの刺激になる環境

を活用し、現場と学校が連携した実習の充実を図る事が出来るのではないかと感じる。 

 

 

（４）学修成果 

① 課題 

・卒業後の離職防止があると聞くことが多いので、現場とのギャップが少なくなるよう、企業連携を取り入れる 

・卒業生へ同窓会や求人情報等を発信し繋がりの強化をする 

 

②  今後の改善方策 

・卒業生訪問の継続 

・座学試験の為の検定対策授業や実技試験の為に技術動画の配信の実施の継続 

・学生への面談希望ヒアリングやカウンセラーの周知 

・同窓会の実施 

 

③ 特記事項 

・特になし 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

就職率の向上が図られているか 4 

資格（免許）取得率の向上が図られているか 4 

退学率の低減が図られているか 4 

卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか 4 

卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用されているか 4 
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④ 学校関係者評価委員会コメント 

・小泉委員：私は在学中オープンキャンパススタッフではなかったが、クラスの学生で前向きに活動している

姿を見て、自分も授業や行事に対して積極的に活動ができた。 

・二瓶委員：私はオープンキャンパススタッフとして活動し、縦の繋がりや横のつながりを作り、コミュニケーショ

ン力を磨くことが出来た。社会人になり、人とのつながりが今に活きていると感じる。人とのつながりがチャンス

を運び、現在のポジションを築けたのではないかと思う。 

・遠藤委員：最終的には挨拶や明るさ、前向きな言動などの人間性が求められる。しかしながら適材適所とい

うところもあり、言葉数は少なくともひたむきに働く人材も大変助かる。 

 

（５）学生支援 

① 課題 

・社会人に向けて必要な知識とマナーが身についていない学生がいる為、授業や行事を通して伝えていく必要が

ある 

・主体的に行動できる学生が少ない為カリキュラムと授業の工夫が必要 

 

② 今後の改善方策 

・学びの型を選択できる制度の継続 

・考える授業の展開（アクティブラーニング） 

・学校行事から学生間のつながりを強め、学年を越えて交流する事で心的安全の強化から退学防止につなげる 

・1 年次から就職に向けてキャリアの授業を取り入れる 

・学生に就職先への不安解消や理解を深めてもらう為に合同企業説明会の実施 

 

③ 特記事項 

・特になし 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

進路・就職に関する支援体制は整備されているか 4 

学生相談に関する体制は整備されているか 4 

学生の経済的側面に対する支援体制は整備されているか 4 

学生の健康管理を担う組織体制はあるか 4 

課外活動に対する支援体制は整備されているか 3 

学生の生活環境への支援は行われているか 4 

保護者と適切に連携しているか 4 

卒業生への支援体制はあるか 4 

中途退学者への支援体制はあるか 3 

社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか 3 

高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組が行われているか 3 
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④ 学校関係者評価委員会コメント 

・遠藤委員：企業としては働くこと・成し遂げることを経験する中で、成長のペースが遅くとも少しずつ頑張る力

を身につけられるよう支援している。黙々と仕込みをこなすだけでも必要な存在になれることを学生に伝える

のはどうか。 

・小泉委員：主体的に行動できる学生が少なく、チャレンジする思いや行動が不足している。コンテストを全員

に与えられたチャレンジの場として位置づけ、自己アピールや貪欲に挑む姿勢を育てられると良いのではない

か。挨拶・身だしなみ・言葉遣いのセルフチェックを習慣化させる取り組みを参考に、学校でも社会人マナー

の定着を図ることで、社会人としてのはじめの一歩がスムーズになるのではないか。 

・大村委員：通信制高校出身の学生は生きることやレポート提出に精いっぱいの学生が多く、本人が描く将来

像と現実のギャップが大きいと感じる。どんな人生を送りたいのかという問いに向き合いながら、高校段階でど

う育成していくかを考えていきたい。 

 

（６）教育環境 

①  課題 

・有給インターンシップにおける、参加意義の動機づけが弱かったため、学生と企業様とのマッチングがうまく

いかなかった 

 

② 今後の改善方策 

・企業連携を図り、企業の情報を学生へ共有する 

 

③ 特記事項 

・特になし 

 

④  学校関係者評価委員会コメント 

・二瓶委員：インターンシップの受入れについては、条件が合えば受け入れ可能なため、該当する学生へ周

知していただきたい。 

・小泉委員：学生時代にゼミなどの研修が多くあり成長できる環境があると感じる。 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか 4 

学内外の実習施設,インターンシップ,海外研修等について十分な教育体制を整備しているか 3 

防災・安全管理に対する体制は整備されているか 4 
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（７）学生の受入れ募集 

①  課題 

・本校の教育方針や特色を十分に理解した上で入学してもらう 

 

② 今後の改善方策 

・募集活動を通して、引き続き本校の方針・特色を伝える 

・飲食業の魅力の発信 

・東北６県で選ばれている学校の特徴を伝える 

 

 

③ 特記事項 

・特になし 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

・二瓶委員：自分の母校が多くの方々に選ばれているという事は嬉しく感じます。オープンキャンパスで学校の

取り組みや行事などを紹介し、学校の方針を伝えるとよいのではないか。 

・小泉委員：卒業生として、学校に関わりを持っていられる事に喜びを感じます。 

 

（８）財務 

① 課題 

【中長期計画】 

なし 

 

【予算・収支計画】 

 なし 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学生募集活動は、適正に行われているか 4 

学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか 4 

入学選考は、適性に行われているか 4 

学納金は妥当なものとなっているか 4 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか ４ 

予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか ４ 

財務について会計監査が適正に行われているか ４ 

財務情報公開の体制整備はできているか ４ 



9 

 

9 

 

【会計監査】 

なし 

 

【財務情報の公開】 

なし 

 

② 今後の改善方法 

【中期計画】 

  なし 

【財務情報の公開】 

なし 

 

③ 特記事項 

2025 年度は第３期中期経営計画（2023 年度～2027 年度）の 3 年目にあたり、東京未来大学及び小

田原短期大学の中期計画改定を反映し、第３期中期経営計画＜第 2.0 版＞を策定し年度開始時より

適用した。中期経営計画及びその進捗状況はホームページ上に公開している。 

 

➃学校関係者評価委員会コメント 

・特になし 

 

（９）法令等の遵守 

①  課題 

・特になし 

 

②  今後の改善方策 

・特になし 

 

③ 特記事項 

・法令遵守の為に会議等で周知を定期的に行う 

 

➃ 学校関係者評価委員会コメント 

・特になし 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

関係法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか 4 

個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか 4 

自己評価の実施と問題点の改善に努めているか 4 

自己評価結果を公開しているか 4 
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（１０）社会貢献・地域貢献 

①  課題 

・地域の方々へ学校行事のご案内の継続 

 

②  今後の改善方策 

・SNS 等での学校行事の案内 

 

③  特記事項 

・学内店舗実習の周知 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

・佐藤さん：地域の方々へ学内店舗実習やクリスマスケーキの販売などを行う事で、学校理解につながって

ほしい。昨年はこども食堂などで、子供と働く親御さんの為に学生と共に実施できたため、今後も続けていきた

い。 

（１１）国際交流 

①  課題 

・留学生の入学者が少ないので、学校のガイダンスやオープンキャンパス等で学校や職業を周知していく必

要がある 

 

②  今後の改善方策 

・入学希望の留学生に対して、入学に必要な日本語能力や費用等を理解していただけるようにオープンキャ

ンパス等で個別に対応する 

 

③ 特記事項 

・特になし 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

・佐藤さん：留学生の受け入れにあたり、卒業後の特定技能取得の保証がなく、企業側・学校側ともに受け入

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか 4 

生徒のボランティア活動を奨励、支援しているか 4 

地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等を積極的に実施しているか 4 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

留学生の受入れ・派遣について戦略を持って国際交流を行っているか 3 

受入れ・派遣、在籍管理等において適切な手続き等がとられているか 4 

学習成果が国内外で評価される取組を行っているか 3 

学内で適切な体制が整備されているか 4 
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れの判断が難しい。留学生向けにオープンキャンパス等で在留資格・費用・日本語能力要件を個別に説明

し、入学後のミスマッチを防ぐ。 

 

 

 

４. 学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

・佐々木副校長：学校として、地域の方々に理解していただけるように努力し続けていく事が大切。また学び

の質にもこだわり、企業様と連携しながら飲食の分野の発展に尽力していきたい。 

・佐々木副校長：実際に社会人に必要な力として、技術面のスキルの他、挨拶やコミュニケーション能力とい

った人間性も段階的に成長できるように、授業や行事、学校生活で伝え続けていきたい。 

 

【学校関係者評価委員会コメント】 

・大村委員：高校生にとって、入学する前に面談をしてもらえることや学び方を選べることは安心材料に繋が

る。高校教員にとっても次へつなげていく時に教育の内容を知っていれば伝える事が出来るので、今後も連

携をしていきたい。 

・二瓶委員：主体的に動けるように、在学中に企業側との連携があると良いのではないか。店舗運営日を活

用して、今自分が出来ている事と課題を理解して、次につなげていく事が大切。 

・小泉委員：オープンキャンパス等、他の方々との関わりからコミュニケーション力を強化して、クラスの学生

へ良い影響を与えてほしい。社会人になってから主体的に動く事の大切さや考える力がついていれば、現場

でも活躍できると感じる。 


